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 発刊日:2004年 11月 4日 体裁: A4判 229P 価格: 95,000円(税込み 99,750円)  

有力 ERPベンダ 33社に直接面接調査実施。調査分析期間：2004年 5月から 10月。 

＜中堅・中小企業向け ERP市場の実態と展望の分析ポイント＞ 

ERPベンダ 33社直接面接調査で、中堅・中小企業向け ERP市場を徹底分析！ 
有力 33社の詳細な ERPベンダ個別票掲載、その実態を解明！ 
モジュール別、年商帯別など詳細な ERP市場の集計、分析 
成長著しい中堅・中小企業向け ERP市場の背景にあるものは？ 
大手 ERPベンダの有利は動かず、下位ベンダによる生き残りをかけた争いに 
SAP、オラクルが中堅・中小企業市場に侵攻。その戦略と実態。 
迎え撃つ国産 ERPベンダ、その戦略と勝算は？ 
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④地域別ウェイト（2003年度実績） 

 北海道・東北 関東

売上比率 57% 
 
⑤競合ベンダ、製品とその対応 
・ 競合ベンダは業種・業務によって異なるが住商情報システムの ProActive、富士通の

GLOVIA-Cなど。 
・ 競合対策としては、製品面で多業種をカバーしていくことで差別化を図る。 

 
 (2)重点戦略 
①重点戦略（現状の重点戦略と今後の方針） 
・ 同社には業種に特化した営業部隊があり、金融業、不動産業などではさらに特別部隊を設

けるなど、顧客の業種を熟知した営業活動を展開する。 
・ SEと顧客との導入前の打ち合わせが 5-6回ほどあり、この打ち合わせから得られた顧客の
細かい要望を導入の際に反映させるなど導入前からもサービス・サポートを展開すること

で顧客満足度を上げる。 

・ 一度パッケージを導入した企業の部署から同企業内の他部署への導入、と横展開を進める

ことを目指す。 

・ さらに顧客からの要望、現場からの声をデータベースで管理し、優先順位の高いものをパ

ッケージに採用していく。 

・ 大企業向けには 2003年５月に発足させた「HRI（Human Resource Innovation）プロ
ジェクトチーム」がある。各部署から組織横断的に優秀な人材を集めたチームで、大企業

向けの人事給与システム再構築のニーズに特化したソリューション・サービスを提供する。

 
②同社の強み 
・ コンサルティングから導入・運用・サポートまで全てを同社でカバーすることにより、顧

客に問題が起こったときに SI企業や販売店などを経由する手間を省き、直接同社が解決す
るワンストップ・ソリューションサービスを実施している。 

・ 販売も 100%が同社で行っている。顧客を第一に考えるサポート力と現在までに 4670社
に導入しているという実績とノウハウがこの強い直販力が生んでいる。 

 
(3)体制 
①人員数（2003年度） 

 営業 SE サポート コンサル 合計 
ERP専従人員数 260人 630人 277人 1167人 
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12% 28% 3% 内容見
② 業務システム（モジュール）別金額                （単位：百万円） 
2002年度 2003年度 2004年度  
金額 比率 金額 比率 金額 比率 

財務・会計 1,260 35% 1,480 37% 1,665 37% 
人事・給与 1,080 30% 1,120 28% 1,260 28% 
販売管理 720 20% 720 18% 810 18% 
生産管理 540 15% 680 17% 765 17% 
合計 3,600 100% 4,000 100% 4,500 100% 

 
③チャネル別販売実績                                  （単位：百万円） 

 2002年度 2003年度 2004年度 
直販 3,600 4,000 4,500 
 比率 100% 100% 100% 
間接販売（SI経由） 0 0 0 
 比率 0% 0% 0% 

 
3.販売戦略／施策 
(1)対象マーケット 
①現在のメイン、今後の注力ターゲット分野 
・ ターゲットは年商 100億円-300億円の中堅企業。（500億～1000億規
引合いも増加） 

・ 販売先の業種は製造業、金融業が 24%とメインとなっているが、業種ご
営業部隊が全業種に対応できるような体制をとっている。 

・ 特に金融業には特別な営業部隊を組み、力を入れている。今後は様々な業

けの営業部隊を作り、注力していく予定だ。 
 
②業種別ウェイト（2003年度実績） 

 製造業 流通業 サービス業 金融業 その

売上比率 24% 12% 12% 24% 2
 
③企業・年商規模別ウェイト（2003年度実績） 
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会社名：株式会社オービック 
「強い直販力生かした徹底した顧客第一のサービス・サポート」 

(ERP名：OBIC7) 
＃＃一部ノークリサーチ推定＃＃ 

1.企業概要 
     

代表者 相浦 明 
企業名 株式会社オービック 

設  立 1968/4 

〒103-0023 資本金 19,178百万円

東京都中央区日本橋本町4-8-14 従業員 1,167名所在地 

℡03-3245-6500. 系  列 独立系 

事業内容 
・SI事業 
・システムサポート事業 

02年度( 03/3  ) 03年度( 04/3  ) 04年度見込( 05/3  ) 
総売上高推移 

金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 
(百万円) 40,103 101.2% 42,124 105.0% 45,000 106,8%

 
2.ERP実績推移 
(1) セグメント別売上実績                                          （単位：百万円） 

2002年度 2003年度 2004年度  

金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 
パッケージライセンス 3,600  － 4,000 111,1% 4,500 112,5% 

 
(2)パッケージ販売実績 
① 業務システム（モジュール）別のサイト数                          （単位：サイト） 

2002年度 2003年度 2004年度  
サイト数 比率 サイト数 比率 サイト数 比率 

財務・会計 245 35% 278 37% 296 37% 
人事・給与 210 30% 210 28% 224 28% 
販売管理 140 20% 135 18% 144 18% 
生産管理 105 15% 128 17% 136 17% 
合計サイト数 700 100% 751 100% 800 100% 
※累計 4,670社（2004年９月現在） 
 

300もの数に及ぶセッションの講演
統合業務・部門セミナー、業種・業界

情報システムセミナーで延べ 1,000
・ 業種・業界向けセミナーは月に 1-3
者には後日営業がアプローチをかけ訪
本 

②営業アプローチ／売り方 
・ 同社が開催する情報システムセミナーは、年に 3回、全国 7会場で行われ、

を含んだセミナーである。大別すると

向けセミナーの 2つになる。１回の
社が参加する。 
回、5-10 社の参加社数で行う。参加
問営業を行うスタイルだ。 

 
(4)パートナー・チャネル戦略 
①パートナー向け施策・支援策（アライアンス、パートナー制度、支援制度他） 
・ 同社は間接販売が 0%となっているが、現状としては同社パートナーが営業
し販売するという形式は基本的には無く、ワンストップ・ソリューションサ

ービスを行っている。しかしながら、同社に対するパートナーからの顧客紹

介があり、導入に至るケースは稀に発生する。 
 
4.製品戦略 
（1）開発方針、パッケージの特徴 
・ 会計情報、販売情報、人事情報、給与情報、生産情報の、5 つの業務パッケ
ージシステムから構成される。経営戦略支援システム JD-Max により、組
織・部門の壁を越えた業務統合とデータ共有が図れ、迅速な意思決定を支援

する。 
・ 日本独自の商習慣や取引・慣行をカバーし、素早いバージョンアップも可能

だ。導入時の、コンサルティングからカスタマイズ開発、稼動開始時の教育

サービス、稼動後のシステム運用支援まで、同社が一貫してサポートする。 
・ また、電子帳簿保存や国際会計基準など、ビジネス環境の変化にも対応して

いる。 
 
（2）パッケージの標準価格 

システム・モジュール 価格 
会計情報システム 1,000,000円-  
人事情報システム 1,000,000円-  
給与・就業情報システム 1,000,000円-  
販売情報システム 2,500,000円-  
生産情報システム 2,500,000円-  
経営戦略支援システム JD-Max 500,000円-  
（3）パッケージエンハンス方針 
・ Web対応済みで、ASPサービスも提供している。 

・ 大手企業向けの OBIC7exの導入が開始されているが、管理連結やグ
ループ人事管理などのサブシステムを 2004年後半から 2005年にか
けて投入する。 
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